
「土曜ミニミニガイド」

「植物園ガイド」が植物案内！
～見どころ案内・魅力解説・楽しさ倍増！～

①７名以上のｸﾞﾙｰﾌﾟや団体で来園される方を対象

② 申込は希望日の10日前までに。（要相談）
③ ガイドは1時間程度。（無料）

* 申込先：京都府立植物園 TEL  075-701-0141 

ほっこり ウィークリー
（毎週金曜日発行）
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京都府立植物園
〒６０６-０８２３ 京都市左京区下鴨半木町

TEL 075-701-0141   FAX 075-701-0142

http://www.pref.kyoto.jp/plant/

※年間パスポート好評発売中
・１年間、何度でもご利用いただけるお得なチケットです！

大人1000円 高校生750円

・入園門でご購入いただけますので是非お買い求めください。

※温室観覧料は別途必要となります。

植物園ＨＰ！
京都府立大学との共同により、ス

マホを使って園内の自分の位置が確
認できる『スマホdeガイド』を作

成！ ‘おすすめ樹木めぐり’‘お
すすめエリアガイド’などをスマホ
で確認し、植物観察！

ＱＲコードをｽﾏﾎで

読み込み、「位置

情報を利用する」

に設定！

スマホdeガイド

入園無料！

毎週土曜日は・・・

植物園芸相談
■毎週日曜日 午前９時～正午、午後１時～午後４時
■電話０７５－７０１－０１４１

技術課職員が植物解説！

植物園会館前集合：午後１時スタート！

園内で野鳥の死骸を発見されましたら、鳥インフルエンザの疑いもありますので絶対に触らずに職員や各門へお知らせください。

～ 春の開園時間延長！ ～
４月１１日（月）から５月１５日（日）まで

午後６時３０分まで開園しています！（入園は午後６時まで）

← 京都府立植物園【公式】Twitterアカウント始めました！見頃情報を中心につぶやいています。

京都府立植物園【公式】YouTubeチャンネル始めました！動画で園内の様子を紹介しています。→

「水曜ミニガイド」

毎週水曜日は・・・
植物園認定ガイドがご案内！

植物園会館前集合：午後１時スタート！

第２９回 フクシア展
○期間：4月22日（金）～5月8日（日）
○場所：観覧温室（ジャングル室）
○内容：フクシア約150品種200鉢を展示

「名誉園長さんときまぐれ散歩」

５月２９日（日）いつものように爽やかガイド！

植物園会館前西側集合：午後１時スタート！

私の好きな木20周年記念展
○期間：4月22日（金）～4月24日（日）
○場所：植物園会館1階展示室
○内容：私の好きな木20周年を記念してこれまでの取り

組みなどを総括した展示

◆4／24（日）私の好きな木20周年記念展 関連講演
植物園会館2階多目的室 13:30～15:00（受付13:00～）

内容：未定
講師：松谷茂名誉園長
※定員：当日先着60名

第４１回 エビネ展
○期間：4月29日（金祝）～5月3日（火祝）
○場所：植物園会館1階展示室
○内容：エビネ類約200点を展示（販売あり）

◆4／29（金祝）エビネ展 関連講習会
植物園会館2階多目的室 13:30～15:00（受付13:00～）

内容：未定
講師：京都エビネ会会員
※定員：当日先着60名

第５９回 山草野草展
○期間：4月29日（金祝）～5月5日（木祝）
○場所：植物展示場
○内容：山草、野草類約500点を展示（販売あり）

◆5／3（火祝）山草野草展 関連講習会
13:30～15:00（受付13:00～）

内容：植物園職員のガイドによる植物生態園の見学
集合：植物展示場
※定員：当日先着30名

花苗園芸市 ＆ 野菜地域産品市（植物園マルシェ）
○期間：5月1日（日）～5月2日（月）
○場所：大芝生地 ＆ くすのき並木
○内容：＊花苗や園芸関係グッズの販売、園芸愛好家に

よる展示・PR
＊野菜や地域産品の販売、展示

手づくり品市（クラフトマルシェin京都府立植物園）

○期間：5月3日（火祝）～5月5日（木祝）
○場所：大芝生地
○内容：手工芸品、お菓子などの手づくり品市、

ワークショップ
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⑫サイコトリア・ペピギアナ
アカネ科。中南米原産。開花期に
唇のような形をした苞（ほう）が赤く
色づき、花粉を運ぶハチドリなどを
引きつける。開花すると口紅を
塗った唇が小さな花をくわえてい
るように見え、その姿が別名「ホッ
ト・リップス（熱い唇）」のゆえん。

①ハナズオウ
マメ科。中国、朝鮮に分布。花の
色が、スオウの木から採った染料
に似ていることからその名が付い
た。葉より先に小さな花を枝一面
に密集して咲かせ、花が終わった
あとにハート型のかわいらしい葉
が芽吹く。

②ボタン（牡丹）
ボタン科。中国原産。日本には薬
用植物として渡来。その後、観賞
用にも栽培されるようになった。ボ
タンは木本で冬も枝が残るのに対
し、シャクヤクは草本で冬は地上
部が枯れ、地中の根や芽で冬越し
する点で区別できる。

⑪オドリコソウ
シソ科。北海道から九州などに分
布。漢字では「踊子草」と書き、花
が輪生したようすが、笠をかぶって
踊る踊子に似ていることが和名の
由来。花の色は白から赤みの強い
ものまでいろいろあり、春の野原を
白やピンク色に彩る。

⑩ホウガンノキ
サガリバナ科。南米原産。果実が
砲丸に似ていることが和名の由来。
温室内では結実が困難なため、当
園では職員が人工授粉を行って
いる。雄しべは虫をおびき寄せる
ためだけの花粉の出ないものと短
いが花粉の出るものと2種類ある。

⑨スノーフレーク
ヒガンバナ科。オーストリアやハン
ガリーなどヨーロッパ中南部原産。
まだ寒さが残る早春から開花する
姿はまるで残雪のようで、名前の
「スノーフレーク（雪片）」はそれを
よく表している。花と葉の外観から
「スズランズイセン」の別名もある。

⑦ツンベルギア・マイソレンシス
キツネノマゴ科。インド南部原産。
大型つる性植物で原産地では
10m以上伸びる。属名のツンベル
ギアは「日本植物誌」で知られるス
ウェーデンの植物学者の名に、種
小名のマイソレンシスは、原産地
であるインド南部の都市名に因む。

⑥シャガ
アヤメ科。中国原産。かなり古くに
日本に入ってきた帰化植物である。
春に茎を斜めに伸ばして、その先
に白地に青い斑点が入る花を多
数咲かせる。長い地下茎を伸ばし、
その先に芽をつくって増えるので、
通常、大きな群落をつくる。

③フジモドキ
ジンチョウゲ科。中国原産。落葉
低木。樹高約1 mで主枝は直立し
多数分枝し、新枝には細毛がある。
葉が展開する前に淡紫色の花を3
～8個小枝の先に付ける。古くから
花蕾を利尿薬とし利用しているが、
毒性が強く、量を間違えると危険。

④アケビ（花）

アケビ科。本州から九州などに分
布。秋に楕円形の果実がつき、熟
すと縦に割れて白くて甘い果肉と
黒い種子をのぞかせる様子から、
「開け実」の意味で名付けられた。
雌雄同株であるが雌雄異花で花
色は淡紫色。

⑤シバザクラ
ハナシノブ科。北アメリカ東部原産。
和名は花の形や色がサクラに、草
姿、葉形がシバに似ることから付
けられた。属名のフロックスはギリ
シャ語で「炎」を意味し、赤色の花
に由来する。性質は強健で乾燥、
寒さにも強い。
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写真はコチラ！
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⑧ルピナス
マメ科。北アメリカ原産。ルピナス
の名はオオカミに由来し、吸肥力
が非常に強い特徴を貪欲な狼に
たとえたものである。また、チョウに
似た小花が咲き上がる様子がフジ
を逆さまにしたようで、和名で「ノボ
リフジ（昇り藤）」とも呼ばれる。

観覧温室
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